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(学年)第１学年、(教科・科目)家庭科・家庭総合             一斉・協働学習  

 

(単元) 住生活をつくる 

 

(本時のねらい) 

 世界の国々や日本の伝統的な住居の違いを知り、その違いについて気候や生活行為、歴

史など様々な面から考えさせる。世界には様々な人が、様々な暮らしを営んでおり、住居

の多様性は、それぞれの土地で快適な暮らしを追求した先人たちの知恵であることに気づ

かせる。また、伝統的な日本の家屋の特徴について理解する。 

 

（ICT 活用方法） 

 世界と日本の住居の違いを知るため、世界の国々の伝統的な住居を調べ、気になる住居

について地域や気候、特徴などを調べさせた。電子黒板やそれぞれの一人一台端末でワー

クシートを共有し、発表させた。従来は、教科書や資料集で確認するか、教員が準備した

プレゼンテーションソフト等で提示していた。それぞれが調べた住居の写真を全員で共有

できることで、調べ学習がより有意義な学習となった。  
 

(本時の展開) 

時間 学習活動 指導事項 ＩＣＴ活用方法 

導入 

５分 

・本時の学習内容と

目標を知る。 

・本時の学習内容と目

標を説明する｡ 

 

展開 

４０分 

 

・前時の調べ学習を

授業支援クラウド

アプリのワークシ

ートで振り返る。 

・発表する。 

 

 

 

・日本の気候に応じ

た伝統的な家屋に

ついて知る。 

 

 

 

・ワークシートを見て

前時の調べ学習を思

い出させる。 

 

・発表者のワークシー

トがそれぞれの一人

一台端末で見えるよ

うにする。 

・日本でも地域によっ

て様々な住まいがあ

ることを紹介する。 

・伝統的な木造住宅か

ら「日本らしさ」を見

つけさせる。 

・授業支援クラウドアプリ

で全員のワークシートを

提示する。 
 
・個々の一人一台端末で

発表者のワークシート

を共有する。 

 

・日本の伝統的な家屋に

ついて電子黒板を使っ

て説明する。 

・日本の木造住宅につい

て電子黒板を使って説

明する。 

 

まとめ

５分 

・本時の学習内容を

振り返る。 
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(授業の様子) 

 

 

 

 

 

 

（板書とＩＣＴ） 

 

(生徒の反応と課題、改善を要する点) 

 ＩＣＴを活用することで、調べ学習を楽しんで行っており、ワークシートの記入や発表

がスムーズにできた。友達の発表にも興味を持って聞いており、質問をする生徒もいた。

住生活の分野の導入として、興味を持たせるきっかけになったと思う。授業支援クラウド

アプリを使うことで、それぞれの生徒のワークシートを画面上で共有することができた。 
家庭科は実習が多く、口頭の説明だけでなく、写真や動画で示す方がイメージしやすい。

本時のような調べ学習や発表のみならず、普段から電子黒板や一人一台端末を用いた学習

を取り入れたい。今後もＩＣＴを活用し、生徒にとってより深い学びになるよう自己研鑽

に努めていきたい。 
 


